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農地の除染への取り組み
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 現地のほ場における実証試験を踏まえ、土壌中の放射性セシウム濃度や地目に応じた農地土壌の除染技
術の適用の考え方を提示(平成23年９月14日)。環境省の「除染関係ガイドライン」に内容が反映(平成23
年12月14日)。

 今後、確立された技術を着実に現場で導入（必要な用具や具体的な作業手順等を示した農地土壌の除染
技術の手引きを公表（平成24年３月２日））。
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http://www.s.affrc.go.jp/docs/press/110914.htm
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放射性セシウムの粘土への固定



水の全放射性セシウム濃度（Bq/L）

水の溶存態放射性セシウムの割合

福島県内の水田における潅漑・排水および田面水の全放射性セシウム濃度に対する溶存
態放射性セシウム濃度の割合（江口ら，2013）
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表土削り取り後の水稲作付けと収穫
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平成23年 栽培試験結果（10a当）

あきたこまち：530kg ひとめぼれ：410kg

玄米のセシウム濃度は 約 20 Bq/kg
＜参考＞平成22年度の飯舘村の⽔稲平均収量：519 kg / 10a

空間線量率の推移

除染前 ：7.1μSv/hr
↓

除染直後：3.4μSv/hr
↓

稲収穫後：1.9μSv/hr

＜参考＞
隣接未除染ほ場：5.7μSv/h

出典 試験データ参照：技術会議事務局及び中央農研
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平成23年度のポット栽培試験の結果

農業総合センター内の土壌（灰色低地土）を用いたポット栽培では、土壌の放射性
セシウム濃度が60,000Bq/kgを超えても、⽞⽶濃度は100Bq/kgを超えなかった。
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放射性セシウム濃度の異なる灰色低地土で栽培した水稲の玄米濃度
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土壌の濃度低 高
（福島県農業総合センター、2011）
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元素周期表
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土壌の交換性カリ含量と⽞⽶への移⾏係数の関係
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土壌の交換性カリ含量 mg/100 g
福島県他３県のほ場試験の結果から、⼟壌の交換性カリ含量が確保され
れば、⽞⽶への移⾏係数が低下することが⽰された。
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浪江町 除染後の営農試験

除染完了後
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浪江町 除染後の営農試験
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【26年6月4日撮影 浪江町 酒田】

除染後、初めての営農試験
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